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会　　　長　君　島　准　逸
幹　　　事　飯　島　芳　臣
クラブ会報委員長　小野垣　義　男
第　５　週　2014年８月29日（金）
例　　　会　毎週金曜日　　12時30分
例　会　場　ホワイトイン高崎
事　務　所　高崎市本町144-1

光明第７ビル202号室
ＴＥＬ　027－328－3371
ＦＡＸ　027－328－3372
http://www.takasakisymphony-rc.org
E-mail:sym@po.wind.ne.jp

事 務 局 員　浅　見　洋　子
本日のプログラム　ゲスト卓話
　　　　　　ロンネフェルト認定ティーブティック
　　　　　　「陶豆屋」鈴木剛一郎 氏
ロータリーソング　それでこそロータリー

第 849 回例会報告
第４週８月22日（金）

御来訪者　０名
出席報告
会 員 数 ３９　名
出席計算人数 ３９　名
本 日 出 席 者 ２５　名
本 日 出 席 率 ６４．１０％
先々週出席率 ６６．６７％

幹事報告
・例会変更
　富岡ＲＣ
・ガバナー月信８月号
・地区大会御礼のお手紙
・神戸東灘ＲＣ週報
・台北国立故宮博物院展案内
・米山梅吉記念館より
　「賛助会ご入会のお願い」

No. 7
・国際交流協会会報誌
委員会報告
・ニコニコＢＯＸ
　泉　　省平君（暑いですね。）
　井汲　憲治君（ 〃 ）
・ロータリー財団ＢＯＸ
　横山　正男君　　豊泉　君代君
　林　　　章君
・米山奨学会ＢＯＸ
　西園　　勲君　　小野垣義男君
次回例会予告
第１週９月５日（金）
　会長の日　　君島　准逸 会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

心に残った言葉　　　その２
　「俺は後ろを振り向かないで生きてゆ
く。若し倒れることがあったら、たとえド
ブの中でも前向きに倒れたい」
　これは坂本竜馬の言葉だが、私も出来る
だけ前を向いて生きようと思っているが、
つい後ろを見てしまい心が沈んでしまう。
 小野垣義男

週報の御投稿依頼

　週報は皆様の広場ですので、どんなこ
とでも結構ですので、ご自由に投稿く
ださい。適宜、掲載させていただきます。
（紀行文、趣味、随想、感想文、専門分野、祝

いごと、日常のこと等なんでも結構です）

会報委員会
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合唱団便り
（15周年記念演奏会の実施）

高崎シンフォニーＲＣ合唱団事務局
横山　正男

　去る、７月31日に合唱団の総会が泉
ホール（泉会員の私設ホール）で、22名
の団員のうち17名の参加で開催されまし
た。総会には、天田先生もお忙しい中駆け
つけていただきました。
　佐藤昭一団長の挨拶の後、①活動の内容
の報告②会計報告③監査報告④活動方針案
⑤予算案と議事は進められ、無事総会は終
了することが出来ました。
　昨年の主な活動内容としては、７月６日
にケアピース（駒井会員の施設）に訪問
し、150名程の 入居者・関係者に合唱を聴
いていただきました。また２部では皆さん
と一緒に「懐かしのメロディー」を歌い、
お年寄りの目に力が湧いてきたようにも感
じられました。また、12月21日には我が
クラブのクリスマス例会に出演し、「水色
のワルツ」、「砂山」他を歌わせていただ
きました。５月11日には恒例の「城南地
区郷土芸能祭」に参加し、ずっと練習して
いた「ちいさい秋みつけた」を初披露させ
ていただきました。
　普段の練習（月２回）は、６時40分よ
り体のほぐしのため運動の後、本格的な発
声練習を15分ほど行います。その後、み
なさんも良く知っている（古い歌）名曲
を、発声練習をかねて斉唱で２曲ほど歌い
ます。歌う前にはまず歌詞の朗読をし、鼻
濁音や子音等にも注意をします。これらが
終わった後、いよいよ課題曲の練習です。

H26.7.31　総会後のカラオケ懇親会 H25.7.6　ケアピース訪問

始めの頃はパート別の８小節単位ほどの繰
り返し練習を行い、回が進むと男性と女性
が分かれ、まずＣＤでの音程把握練習後、
集合してのパート別の音取り練習です。こ
の段階で４部での音合わせにチャレンジし
てみますが、全く合唱にはなってきませ
ん。これらを繰り返し、少しずつ音を体に
入れていきます。合唱になるには、まだま
だ先が遠い作業（練習）が待っていますが
誌面の関係で、後述とさせていただきま
す。
　今取り組んでいる課題曲は、皆さんが
知っている「荒城の月」です。５月20日
から練習に入り、６回を数えましたが、各
パートが曲の雰囲気を理解し、パート別の
音程を少し分かり始めた程度です。
　さて、今回の総会で「合唱団設立15周
年記念演奏会」を開催することが決定され
ました。実施は１年半以後となりますが、
今から準備をしていかないと間に合いませ
ん。記念演奏会を行うからには、少しでも
良い合唱をお聞き頂きたいと思っておりま
す。そのためには、限られた時間の中で、
中身の濃い練習を積み上げていく必要があ
ります。また、シンフォニーロータリーク
ラブの看板も背中に背負うことになります
ので、真剣に取り組んでまいりたいと考え
ております。
　是非、会員皆様のご理解を賜り、ご協力
をお願いいたします。
　最後に、練習が厳しそうに書きましたが
厳しさの中にも皆さん楽しい雰囲気で行っ
ており、お腹から声を出しますので、健康
とストレス発散にはもってこいです。少し
でも興味のある人は、是非練習会場にお越
し下さい。１人でも多くの会員の入団を心
よりお待ち致しております。
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